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「 賓 頭 盧 」 考
-善光寺本堂内の木製座像「おびんずるさま」について-
櫻 井 次 郎
はじめに
長野市の夏祭り ｢長野ぴんずる｣には､多
くの市民､会社､各種団体､学生など多数の
｢連｣が参加し､｢ソーレ､ソーレ｣と元気な
声を出し､団扇を手に浴衣や法被姿で街をね
()歩き､気持よい汗を流しながら踊る人､ま
た､それを見物する人､それぞれに祭りを楽
しむo昨年､祭に参加した学生に｢tJrんずる｣
の何たるかを尋ねてみた｡
｢病気に悩む人を救 うといわれている
-･｣と自信のなさそうに答えた
者もあった｡しかし､大半は､｢よくわからな
い---･･｣という答が返ってきた｡
そこで､夏祭 り ｢長野ぴんずる｣の由来す
る善光寺本堂内の木製座像について調べ､考
察を加えてみた｡
本堂を入って左側に安置されている等身大
の座像---･これは､長い年月(300年近いと
言われている)の間､善光寺参拝の老若男女
さ十
に撫でられ､摩られたために､塗りが剥げ落
ち､部分的には擦 り減り､白っぽくなり､頭
部､両眼､膝､肘､腕､腰部､肩､腹部､耳､
胸部など､木肌が出ている部位が見られる｡
また､右手親指､左手の人さし櫓､背面の一
部は欠損しており､痛々しいかぎりである｡
たまたま､清泉女学院短大に職を奉じ､自
身の担当する講座に ｢健康 IJ｢健康ⅠIJ｢保
健体育講義｣があり､身体と健康という観点
から､この座像
｢ぴんずるさま
(ん)｣または
｢おぴんずるさ
ま(ん)｣と言わ
けれている､ぴ
んずる信仰の由
来について考え
てみたO
1. 実態か ら--･或 る 日の ｢おぴんず
るさま｣
--平成2年 7月29日 (日曜日)9時30分
～10時まで､約30分間について ｢おぴんずる
さま｣に係る参拝客について､順を追って記
録したものである｡
(∋老人､夫婦､年齢等は､いずれも推定で
ある｡
②撫でる (なでる)･--手の平などで､そ
っとふれてこする感じ｡
③摩る (さする)･･-なでるより強く押し
つけて､こすったr)､摩擦する動きの入
る感じ｡
⑥晴天で善光寺としての特別な行事はなか
った｡
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(彰 〔中年婦人〕-･.rぴんずる｣の前掛の
下に手を入れ､胸部を2-3回撫でる- 自
分の胸部をワンピースの上から2回さする｡
② 〔老人夫婦､息子夫婦､子供 2人-小学
生･･-･家族と思われる〕 祖母--･･｢自分の
悪いところを撫でると効 くよ-･-｣と言って
｢ぴんずる｣の足を撫でる-- 自分の膝を撫
でる｡ 母親-.rぴんずる｣の足と手を
撫でる一一一自分のからだ (上体)を撫でる｡
③ 〔若い夫婦､子供 2人〕 夫 (パンチパ
ーマをかけている｡ト--妹の女の子を抱きあ
げ､｢ぴんずる｣の頭､肩を撫でさせる- 頭
と肩を撫でさせる｡ 妻 と兄の男の子
---伸びあがり ｢ぴんずる｣の腕､足をさす
る｡- 自分の腕､足をさする｡
⑥ 〔若いOL風-･-2人で旅行中の感じ〕
--｢ぴんずる｣の膝と腰にさわる- 自分
のからだにはさわらずに- 戒壇め ぐりに向
う ｡
⑤ 〔老夫婦 夫-会社々長風 妻-･杖をつ
いていて､足やや引きづる感じ〕 夫--･｢ぴ
んずる｣の頭､膝､をさする｡- 自分の頭､
膝に軽く手をあて､ふれる｡ 老妻--･
｢ぴんずる｣の膝､腕､腰の順にさする｡(膝
は特に念入りにさすった｡)-- 自分の膝､
腕､腰とさする｡ 夫は妻が終るまで待っ
ており､2人で戒壇めぐりへ向う｡
⑥ 〔5人家族､-祖母､中年夫婦､姉､弟〕
祖母-- ｢ぴんずる｣に手を合せ､長時間拝
む- ｢ぴんずる｣の膝と腰をさする- 自
分の膝､腰をさする｡｢ぴんずる｣に手を合せ
拝む｡
姉 と弟-- ｢ぴんずる｣の横からよじ登る｡
- いたるところをなで廻す｡- 降りて､
自分のからだにはさわらず去る｡
母親･-- ｢ぴんずる｣の腕をさする｡一一
自分の腕をさする｡
⑦ 〔中年の男50-60オ くらい〕--･rぴん
ずる｣の前掛の下に手を入れる- 腹をさす
る｡- 自分の腹を5-6回撫でる｡
⑧ 〔団体･ヰ 年以上の婦人主体20名くらい
で関西風の感あり〕 数名･･･-｢ぴんずる｣
さわ
のいたるところに触 り､撫で､さする一一自
分のからだを撫で､さする｡
腹部 1
首すじ 2 ｢ぴんずる｣に触り､日
限 2 分のからだを撫でる｡
膝 3
なお､4-5名ほど--撫で､さすること
はしないで､案内人について移動する｡
⑨ 〔3人連れのOL風〕--･3人のうち2
人が ｢ぴんずる｣の腕を撫でる｡- 自分の
上体に軽くさわる｡--･(前の団体の行為を
見て真似た感あり)
⑲ 〔祖母､息子夫婦､子供 3人〕 祖母---
｢ぴんずる｣の膝､腕､腰を撫でる｡- 自
分の膝､腕､腰を念入りに撫でる｡
母親--長女に ｢お前､頭が良くなるよう
に､頭を撫でて､自分の頭を撫でなさい｡｣ 母
親に言われた長女 (中学生 ?)--･手を伸ば
して ｢ぴんずる｣の頭を撫でる｡- 自分の
頭を丁寧に撫でる｡
父親--･下の男の子を抱き上げて､父親が
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｢ぴんずる｣の頭､眼を撫でる｡一- 子供の
眼､頭の順に撫でる｡
⑪ 〔老人夫婦〕 妻･･･- ｢ぴんずる｣の腹
を撫でる｡- 自分の腹を撫でる｡次に ｢ぴ
んずる｣の膝を撫で､さする｡- 自分の膝
を念入りに撫でる｡ 夫･･････｢ぴんずる｣
に手を合せ拝み､近 くに立って待つ｡
⑲ 〔中年婦人〕--･｢ぴんずる｣の膝､腰
を撫でる｡- 自分の膝をさすり､腰を撫で
廻すo 主人と思われる人･-.rぴんず
る｣を無視し､通過して待つ｡
⑲ 〔老婦人〕--･rぴんずる｣の眼を撫で
ようとするが､手が届かず､- 膝と腰を撫
でる0- 自分の眼､膝､腰の順で撫でる0
- 拝んで去る｡
⑲ 〔中年婦人〕･････グループで参拝の中の
一人 ｢ぴんずる｣の前掛の下に手を入れ､胸
を撫でる｡- 自分の胸を撫でる｡
⑮ 〔両親､子供 2人 (小学生で男子)〕 子
供 2人.･･･-｢ぴんずる｣によじ登り､撫で廻
す｡- 母親に注意されて降りる｡
①～⑮の問に
○ 高校生､青年男子が本堂に入り､｢おぴん
ずる｣の近 くを通過する場面が有ったが､
拝んだリ､｢ぴんずる｣に触れるような行為
は見られなかった｡
o ｢ぴんずる｣を拝むけれども､撫でたり､
さすったり､触れたりしない人もあったo
o ｢ぴんずる｣の前に章銭箱が置かれて
いるが､賓銭を入れて拝む人と章銭を入れ
ないで拝む人の二通りが見られてた｡
観察結果から
上記観察は､30分に満たないほんの短時間
のものである｡観察者が長身で人相芳しから
ず､紙片に鉛筆を走らす不審な､胡散臭い男
が立っている｡と疑われる心配と､何かと気
にもなり､もっと観察を続けたかったが､｢ぴ
んずる｣を拝み､本堂を出た｡
短時間で統計的にみても納得できる観察結
果ではない｡実態を把握するためには､不充
分であり､かつ不備である｡日により､月に
より､季節によY工 時間帯により変化するで
あろう｡また､天候､行事の有無､参拝者の
数､参拝団体の年令構成等々の要因によって
｢ぴんずる｣に対する係 り方､撫で､さすっ
たりする行為､内容や程度などに差が見られ
るであろうし､当然変ってくると思われる｡
しかし､参拝者の ｢ぴんずる｣に対する ｢か
かわり方｣｢考え方｣の傾向の一端はうかがい
知ることができると思う｡
この短時間の観察からだけで考えても ｢ぴ
んずる｣の塗りが剥げ､その主要部位が擦 り
減った理由が理解出来る気がする｡
過去､そして現在と如何に多くの人が善光
寺に参詣し､｢おぴんずるさま｣を拝み､撫
で､さすったりしたことが多かったかを物語
っているし､善光寺信仰が盛んであったこと
の一つの証拠でもあろう｡
ちょっと気になってならないことがある｡
医学がこれほど進歩した現代であるが､もし
悪質な伝染性の強い眼病や皮膚病など､保菌
者の参拝者が､｢ぴんずる｣を撫で､さす り､
その後 (細菌等が附着していると仮定して)
健康者が ｢ぴんずる｣を撫で､さすり､自分
の眼､皮膚をさすった場合､心配である｡
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〔善光寺法話〕-州 から
｢ぴんずる｣とは--･-･十六羅漢の一人で､
ぴんずるはらだの略称です｡ぴんずる尊者は
神通力に秀でた方で､特に医術に優れたお釈
迦さまの弟子でした｡修業の最中､自分の医
術の能力を過信して､過ちを犯してしまいま
したoお釈迦さまに叱られた尊者は､再び修
業して､多くの人を政いましたので羅漢さま
にまでなられました｡でもお釈迦さまの亡 く
なられた時に､遠 く離れた所で修業しており
ましたので､直接のお許しはいただけません
でした｡
このためにぴんずる尊者の木像はお寺の奥
にはまつられなくて､表に近い処に安置され
て､病気で悩んでいる人たちを救っているの
です｡善光寺でも､尊者の木像は､本堂の出
入口近 くに安置されているのです｡
｢ぴんずる｣に関連して
｢ぴんずる｣まわし
びんずる尊者の木像に荒縄をかけ､善光寺
本堂内を引き廻す行事で､七草会の前夜祭と
して､1月6日の午後7時頃から行なわれる｡
しやtJじ
参加者は､荒縄でしぼった木像を杓文字で
ピシャ､ピシャと叩いて､自分の年間の無病
息災と健康を祈願するもので､この行事に参
加した者には､杓文字が善光寺からいただけ
る｡
夏祭 り ｢長野ぴんずる｣
本年で21回になる長野市の夏祭りで､歴史
的にみれば､比較的新しいが､参加者は年々
増加傾向にある｡各連 (会社､諸団体､学校
等々)をはじめ､約 2万人近 くが参加すると
言われるほど盛大になり､ソーレ､ソーレと
元気な声が中央通りにこだまし､夏祭りとし
て定着した感がある｡
安置されたのは､いつ頃 ?
国宝である現在の善光寺の本堂は､宝永4
午 (1707年)に建てられた建造物である｡そ
れ以前に､下記計8回の大火に見舞れ､本堂
は焼失している｡
①治承3年 (1179年) ②文永5年 (1268年)
③正和2年 (1313年) ④応安 3年 (1425年)
G)永和34年 (1427年) ⑥文明6年 (1474年)
⑦元和元年 (1617年) ⑧寛永19年 (1642年)
従って､｢おぴんずる｣もこの大火以後､現
在の建物が建てられた後に本堂に安置された
ものと推定すれば､およそ280年以上は経過し
ていると見てよいのではないかと思われる｡
塗りの剥げ工合､擦 り減った木像の現状から
見ても､それがうなづける｡
長野市に生れ育ち､生活している者には､
善光寺はいつでも参拝できる｡しかし､他地
区､特にお年寄 りにとっては､｢死ぬまでにど
うしても善光寺 さまにお参 りしなければ
････-･｣と言われているそうである｡｢ぴんず
るが本堂入口に安置された正確な年月は不明
である｡しかし､｢ぴんずる｣の塗りの剥げ工
合､擦り減り方から､およそ300年 くらい前と
言われている年月の経過を信じたい｡往時の
盛んな善光寺信仰と､多かった全国からの参
詣者の様子が想像される｡
2. ｢ぴんずる｣-･-案頭慮(Pindola)
の由来について
ピン ドー ラという名は--団子のように丸
めた食べ物､ビングからきていると言われる｡
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このピンド-ラ---これが託って､ぴんずる
になったと言われている｡
また､表記にもいろいろある｡ 寅頭慮政
羅隔閣 (Pin°-1aBharadraja)の省略された
ものと言われているが､この他に､ ○ 寅頭
と b I:や はらIi
慮突羅閣 ○ 寅頭産頗羅堕 ○ 寅頭虞政
噸惰閤 ○ 寅度羅政憐情閣 ･などもある｡
ビンr-ラ 崇
案頭虞は､仏弟子の一人で､十六羅漢のう
ち第一である｡彼は､コンサンピー (ジャム
ナ-河とカンジス河の合流点にあった古代イ
ンド16大国の一つ)の優項王 (ウデーナ王)
の大臣の子で､四姓のカースト制度の最上級
の身分の波羅門の出身である｡
幼時より､バラモンの経典をよく学び､長
じて教師なった｡その後､出家して修業を積
み､阿羅漢 (修業の完成者で悟りを開いた人
の意疎)となり､神通力を持てるようになっ
たと言われている｡
お釈迦さまが ｢教えを説く者達の中で最も
優れているのは､｢雄たけびで百獣を恐れさせ
る獅子のように外道を排撃し､正法を説くピ
ンド-ラである｡｣と大変説法に優れていたと
言われている｡
神通に達したピンド-ラは､世人に神通力
を用いて､釈尊に厳しく叱られ､西方の土地
で教化するように命ぜられた｡そして､南イ
ンドの山に入り､そこで暮しながら､人々の
ために尽したと言われている｡
他にも､種々の伝説があり､その伝説をも
とにして､インドの小乗寺院では､上座に置
かれており､中国や日本では食堂に彼の像を
安置する風習がある｡--･(のち､文殊が上
座となっている｡)
また､日本では､寺の本堂の前縁や外脇に
置いて､除病の撫仏の風習が起った｡これは､
"病人が患っている箇所と同じ部分を手で撫
でさすると病気が治癒する'という､撫仏信
仰 (俗信)である｡古くから除痛の仏として
親しまれている｡奈良来迎寺の寅頭慮尊者､
長野善光寺の寅頭慮尊者もこれに属するもの
である｡
･※十六羅漢 一 正法護持のため請せられ
た修業者の一群で､永く生を保ち､入滅しない
で正法を守り抜くと誓ったというO禅系統での
修業の階梯として尊ぶ､神奈川県･健長寺､京
都 ･清涼寺にあるのか有名である｡
｢どうして出家し､除病の仏や､食堂に
置かれる仏となったのだろうか｣
ピンド-ラは､ラージャガバ (現在のビ-
-ル州のラージャギル)で出家した｡
というのは､空腹だった彼が､托鉢憎の受
ける施し物が多いのに驚き､｢こんなにごちそ
うにありつけるなら自分も出家しよう｡｣とい
う気になったからだと言われている｡
ピンド-ラとは､団子のように丸めた食べ
物､ビングと言うことからきたものであり､
即ち､食べ物を求めて出家したのが､その名
の起 りと言われている.また彼は大変な大食
漢だったと言う｡
釈尊の教えをよく学び､その忠告に従って
暴飲､暴食の癖を克服し､ついに悟 りを開い
て阿羅漢となったが､"善光寺法話"にあるよ
うに､奥にまつられることなく､お寺の表に
近いところに安置されている｡
3. ｢ぴんずる信仰｣に類似すると思
われる､民間療法について
(i
古代､西洋には疫病を治すためにな､甜め
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る｡擦る､触れる､捨る､売る､などの記録
がある｡古代ローマでは､病気の患部を甜め
ることが行なわれ､唾液により盲目を治した
との記録もある｡木や石で撫でたり､擦する
ことが行われ､また､"単に患部にふれるだけ'
で疫病を治す魔法も行われたとある｡
日本でも､｢ぴんずる信仰｣に似た療法の記
録は多い｡次にその一部を列挙してみる｡
--･東京目白の ｢たわし地蔵｣では､タワシ
で地蔵尊の体を洗い清めると､それに相当す
る身体の病気が治癒するという｡巣鴨の トゲ
抜き地蔵もこれに類似している｡
--たわしの代 りに､小等で地蔵の身体を撫
で､さすり､それで自分の体を撫でると効験
ありと言われる地蔵もある｡
･--京都北野天神境内の ｢牛石神｣は､病に
なった場合､この ｢牛石神｣を撫でると霊験
ありといわれる｡
--･長野県 ･下諏訪の ｢甲斐徳本の墓｣とい
う墓のそばの小石を一つ取って帰り､痛む患
部を撫で､あるいは､その小石を洗った水を
湯にして飲むと効験ありと言われる｡
もし､効験があった場合は､小石を二倍に
して奉納するので､墓の周囲には小石が山の
ように積ったと言われている｡
--･京都 ･東寺境内の ｢撫石｣ 大阪 ･天王
寺境内の ｢仏足石 岡山県にある ｢題目石｣
などは､その石を撫でて､その手で自身の病
む所を撫でると病が治ると言われている｡
かみこ
--･大阪天王寺内の ｢紙衣｣さんは､ここに
ある ｢ぴんずるさま｣の前に置いてある木槌
でその鼻を叩いて祈り､｢紙衣｣のお守りをも
らって家に帰り､病人の蒲団の下に敷く｡
そうすると病が治ると言われる｡これは､
神仏を強迫して病気を治癒 しようとしたもの
と言われている｡
--･高野山の｢波切不動｣には､紙に書かれた
文字や絵に魔力を信じ､病気のとき､この文字
の一字づづを切って飲むと治ると言われている｡
--絶滅宣言が出ている天然痘に関する療法
が各地に多く存在したという記録がある｡し
かし､現在は天然痘に変って､麻疹除けに用
いられているケースがある｡
この他､｢生活慣習と迷信･--技報堂出版｣
によれば､｢ぴんずる信仰｣に似た治療内容を
持ったものが多く記載されている｡枚挙に達
がないので､詳細について省略し､以下病症
別に列挙してみると､次のごと(沢山となる｡
〇･･腰痛に関するもの､ ○-頭痛に関す
るもの､ ○-歯痛に関するもの､ ○-脚
気に関するもの､ 〇日･痔疾に関するもの､
○-呼吸器系疾患に関するもの-結核､ぜん
そく､咳などに関するものが多くある｡
○-婦人科系疾患､ ○-禿頭､ ○-腫
いば
れ物､ 〇･.･疾､ 〇日･小児の府の虫 (幼児
の神経過敏症の一種か ?)､ ○-夜泣き､
○-眼科疾患､ ○-耳鼻科疾患､ ○-夜
尿症､ ○-生殖器系疾患､ 〇･-乳汁分泌､
○-安産､ ○-その他
さ
治療法については､祈痛する､触れる､触
わる､撫でる､さする､参拝する､石を使っ
て撫でる｡石を使ってさする等いろいろであ
る｡考えられることは､単に語呂の類似して
いるもの､事物の類似しているもの､強迫の
意味でするもの､嘆願の意味でするもの､伝
説または､故事にもとず (もの等である｡
4. 民間療法的なこれ等の行為に関し
て思うこと｡
時は原子力の時代である｡また､医学がこ
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れほど進歩している現在､病気の時に医師の
診療を受けず､薬も飲まず､ただひたすら､
神様や仏様にお願いしたり､"おまじない'等
だけの方法で治療しようとする人は､まずな
いと言ってよいだろう｡そして､病気のため
に神仏に祈願する人の中には､神仏がどのよ
うな神､仏であるかについては､無頓着な場
合が多いようである｡
薬師､地蔵､観音､不動､鎮守､稲荷､八
幡､---･といろいろの神仏が､どの病気に
特に加護を与えるということはなく､信者の
側で勝手に決めてきたケースが多いようであ
る｡祈願の方法にもいろいろある｡析頑する｡
お神水を頂く. お守りを持つ｡ お札を頂
く｡ お札を貼る｡ 仏様に触れてその手で
自分の病気のとろ二を撫でる｡ おまじない
をする｡等々である｡
善光寺の ｢ぴんずる｣の場合は､自分の現
在や過去の病気や怪我､不安に思っているこ
ととか､苦しんでいたり､悩んでいたりして
いる自分の身体の部位との関連で行なわれて
いる｡迷信は病気と結びつき､民間療法の有
力な担い手になっていると思われる｡オサス
リ､電波､護符 ･聖水等は､医学の進歩した
現在でも､民間療法として支持を得ている場
合がある｡このような療法をどう考えればよ
いであろうか｡
信仰を伴い､心から祈りを込めた行為は､
医学上の効果ではなくて､精神的な面 (精神
療法面)の効果という点を考えたい｡信心の
ない者がとやかく言うべきことではないよう
な気もする｡自然科学の実験室や試験官の中
で証明されるものと別にして考えたいとも思
う｡また､医療技術､医薬品が驚威的に日進
月歩で進歩し変化する現在であるが､なお､
明確な原因､治療法が確立していなくて不治
の病として死亡している人は多い｡つまり､
医者にも､薬にも見放された場合､どうする
か ? 安心立命の境地で死に向うことが出来
るか--･･･難しいことである｡
何ものかにすがろうとするのが当然と思わ
れる｡人間が如何なる信仰に生きればよいか
が問題である｡
人間は常に未来の運命の吉凶を予知したい
という強い欲求を､誰もが持っているのでは
ないだろうか｡神社の木に結びつけられた､
"おみぐし'にその一端がうかがえる｡しか
し､未来の運命を適格に予知する機械はない｡
迷いが生じ､それが占いや､易者､祈痛に頼
る場合が出てくると思われる｡
精神医学は､迷信的医学と混同される恐れ
も時にあるかも知れない｡また､現代医学は
病気を治療することのみが急で､病人を治療
するという面での遅れは無いであろうか ?
人間のからだには､自然治癒という都合の
よい能力も備えている｡それに加えて､信仰
による精神の高揚と､浄く､正しく､強い魂
から生れる精神的な力が肉体に作用し､その
影響で病気が治り易くなり､現代科学や医学
では及ばない ｢奇蹟｣が生まれることが考え
られる｡エイズや胃癌が精神力だけで治癒す
るとは思わない｡しかし､病気の場合に病気
に対する精神的作用は大きい｡"必ず治る'と
いう､自らを激励し､信ずることによる力も
大切と思われる｡
人間には科学性や合理性で満足できない要
求もある｡また､宗教意識や信仰心は､他か
ら批判することはむずかしい｡信仰や宗教は､
元来､科学とはまったく別の世界に属してい
るもので､この両者を混同する場合には､い
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ろいろ問題が起ってくると思われる｡他人に
迷惑を及ぼしたり､巻き添えにして迷惑をか
けるような民間療法は好ましくない｡
最新式自動車の運転台に交通安全のお札が
貼られ､航空機のパイロットはお守 りを肌か
ら離さないと言われる｡証券マン､料亭､建
築関係､その他職業によっても縁起をかつ ぐ
傾向は強い｡旅行に､建築に､婚姻に､葬式
に---方向や日の吉凶や選定に神経を使う煩
わしさは多い｡人智が発達せず､科学が幼稚
であり､今日のように進歩するまでは､現在
では疑問に思わないような諸現象を ｢神のわ
ざと解釈していた場合がある｡例えば暴風雨
が低気圧のせいであると分かった現在､暴風
雨と風神を関連させ言及することはない｡
小学生でも雷神は空電現象であると理解で
きると思う｡科学的教養と宗教的情操を円満
に兼ね備えた社会人の育成が必要であろう｡
医療の一部を禁 じたり､学校体育で､一部
の種目 (例えば格技等の必修種 目---格技を
格闘技としてとらえているためか--･)の履
修を拒否したりすることを見聞するが､疑問
に思われてならないoLかし､現在､社会的
習慣の一部になっており､人々の生活と深 く
結びついているものを､無意味かつ無益､有
害なものということで解釈 したり､葬 り去る
ことは､個人の弱い力ではなかなか難しい面
を持っている｡
おわりに
｢病は気から｣と言われている｡人間の心
とからだは､切 り離して考えることはできな
い｡病気の治療で果たす精神面の占める役割
の大きさ､大切さを常々痛感している｡人間
は一面では大変弱いものを持っている｡病気
の治療は､近代医学の力に頼らなければなら
ない｡しかし､精神的な面からの治療効果と
いう観点から､神仏に帰依し､無駄な煩悩を
去 り､安心立命を得るという近代医学では､
ともすると忘れがちな実益も考えたい.
一生のうちで､病気とか怪我とか何らかの
不幸に見舞われることがある｡なかでも､病
気の経過や病状が思わしくないとか､治癒に
関して前途や結果に期待が薄い場合､誰もが
何 ものかに鎚ろうとする気持を抱 くであろう｡
文明が進んだ現状にあっても､人の運命と
いうものを現代の科学で計 り知ることが可能
であろうか ?
進歩した治療法､完備 した医療施設､設備
効果ある医薬品､医療器具等々恵まれた近代
医学のもとで日々を過すことができるように
なったことは幸福なことである｡そして､天
然痘に見られるように､治療法も確立され医
学は進歩し続けるであろう｡
｢長野ぴんずる｣で長野の街を楽しく踊る
若者に､｢ぴんずる｣信仰について問えば､｢そ
んなことは---･｣と一笑に付されるかも知
さ~r
れないO撫で摩られ､擦 り減った善光寺本堂
の ｢おぴんずさま｣を見て思うことは､われ
われ祖先の信仰や生活習慣の現在とのちがい
が､さまざまに想起されてならない｡
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